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近年『生活習慣病と歯周病との関連性』が注目されています。この相互的増悪作用に
活性酸素種が関与していると考えられています。 歯周病や循環器疾患では生体内での
活性酸素種のバランスが破綻しているために、様々な病態が悪化すると考えられています。
私たちは、口腔内の微小循環動態を指標として、全身や口腔内の健康を維持する食品
の探索を進めています。

・ 生活習慣病予防・健康増進食品
・ 抗加齢食品・サプリメント
・ 抗酸化食品

口腔内の微小循環動態は、レーザー・ドップラー
血流計を用いて非侵襲的に解析いたします。生活
習慣病の進行度は、歯肉の血管内皮機能をFMD
（血流依存性血管拡張反応）を用いて計測する
ことによって、非侵襲・非観血的に検査できます。
この原理を利用して、生活習慣病を予防する食

品や抗加齢、健康増進に有用な抗酸化物質など
を含む食品素材の探索・評価に取り組んでいます。
また、摘出した血管の標本を用いて、ノルアドレナリ

ン、アセチルコリン、ニトログリセリンなどの薬物を用い
て、血管平滑筋と血管内皮細胞の機能を解析する
ことができます。
これまでに、糖尿病や高血圧、歯周病のモデル

動物を用いた in vivo，in vitro 実験を行い、血
管の機能を解析しています。
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本研究に関する知的財産

私たちは、歯周病と循環器疾患との関りを、「活性酸素の

バランスを保つ」という視点で検討しています。
セルフメディケーションという観点からも、生活習慣病や歯周

病の予防や軽減に関わる研究を積極的に行っています。

歯周病との関係が報告されている疾患


